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１、はじめに
リーダーシップに関する研究は、経営学・組織論・社会学・心理学など、様々な学問領域
において長年にわたって行われており、最も学際的に取り組まれてきた研究分野の１つだと
言える。リーダーシップに関連する文献だけでも３，０００件を超え、定義についてもそれを試
みた研究者の数だけ存在すると言われるように、その数は膨大である。
しかし、これまでのリーダーシップに関する先行研究は、その前提条件として、我々の一
般社会における組織ないしはコミュニティにおけるリーダーシップを取り上げているものが
太宗を占めており、また自由主義、社会主義、共産主義など各種経済構造を対象としつつも、
貨幣を媒介として物財・財貨・サービスの取引が日常的に行われている社会を念頭に置いて、
このなかでリーダーシップ論が展開され、研究が行われてきたという共通点が存在してい
る。
そこで本稿では識字能力を有さず、貨幣が殆ど流通していないコミュニティにおいて、貨
幣というものが徐々にコミュニティに浸透することで、コミュニティ内におけるリーダー
シップがどのように変化するのか、ということを明らかにしてみたい。
日本では江戸時代まで、農村地域においては貨幣が流通せず、また識字率が低い地域が全
国各地に点在していたとされているが、現在のようにほぼ全国民が文字を読み書きできるよ
うになり、また国の隅々に至るまで貨幣が流通している社会においては、識字能力を有さず、
且つ貨幣経済の影響をうけない組織やコミュニティにおけるリーダーシップの在り方を考察
対象に設定することは不可能である。
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そこで本稿では、識字能力を有さず、貨幣経済の影響が限定的なコミュニティを研究対象
として、このコミュニティに貨幣の影響が及び、これによりコミュニティ内のリーダーシッ
プの在り方が変化してきたネパールの遊動ラウテ族を、コーホート調査の対象に設定した。
筆者らは２００７年から約４年間にわたって、遊動ラウテ族の縦断的な参与観察およびインタ
ビュー調査を行ってきた。遊動ラウテ族は、外部の人々との接触をこれまで長年にわたって
拒んできたことから、今回のように長期にわたって調査ができたのは、世界でも初めてのこ
とである。遊動ラウテ族は、識字能力を近代文明の負の産物だとしてその獲得を長年にわ
たって頑なに拒み続け、古来より続く伝統的な暮らしを守り続けようとしてきた世界でも珍
しい民族である。
遊動ラウテ族は、ネパールで最後の狩猟・採取民族であるといわれ、これまで「森の王」
と呼ばれ続けてきた民族である。ネパールの国勢調査によると、ラウテ族の人口は２００１年の
段階で６５８人であり１、その内訳は男性が３４６人、女性が３１２人となっている２。１９９１年から２００１
年の年間平均人口増加率は－１４．７６％と減少が著しく、数十年のうちにラウテ族はネパール
社会から消え去る可能性すら存在している３。そのためにネパール政治経済研究所は、ラウ
テ族をタライ内陸部に住む民族で、最も「危険に晒されたグループ」に位置する原住民だと
定義している４。
遊動ラウテ族に関する研究は、文化人類学の学問領域を含めて、我々の研究以外には日本
に殆ど存在していない。海外ではラウテ族に関する研究が若干ではあるものの存在している
が、その多くは数十年前に調査・発表されたものが太宗を占めており、且つその大部分が文
化人類学的なアプローチであるために、貨幣とリーダーシップの影響を考察しているものは
皆無である５。
そこで本稿では、遊動ラウテ族のコミュニティという単位に着目し、貨幣の影響によるコ
ミュニティの内部・外部の関係性の変化を時系列に捉えることで、リーダーシップの在り方
にどのような変化が生じるのかということを分析することにしたい。これは古代に貨幣が誕
生した頃の日本社会の在り方というものを、リーダーシップの観点から紐解く際の参考にも
なるであろう。
２、分析視点と仮説設定
リーダーシップに関連する研究は、先述のように数多く存在している。例えば狩俣氏が既
にまとめているように、リーダーシップ論には、有能なリーダーの資質・特徴を分析する特
性理論、リーダーの行動パターンと有効性に関する行動理論、リーダーとこれを取り巻く状
況要因の関係で分析を行う状況理論、リーダーの特性や行動と状況要因との適合関係を明ら
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かにするコンティンジェンシー理論、リーダーと部下の相互関係を観察可能な刺激関数と反
応変数の関数関係によって説明をするオペラント理論、リーダーシップを組織全体の中で捉
えリーダー・部下・組織変数・組織業績の関係性や相互作用の効果を分析する多元的影響理
論などがある。しかし同氏が指摘をしているように、これまでの先行理論はリーダーシップ
の一側面を捉えたものであって、統合的に把握・分析をするリーダーシップ論の構築には未
だ至っていない点に課題がある６。同様に従来の先行研究は、本研究が課題としている非識
字コミュニティや非識字組織を対象にはしておらず、まして貨幣の影響という要因が、コ
ミュニティや組織のリーダーシップにどのような影響を与えるのかという観点は、いずれの
理論でもその範疇には置いていない７。
非識字コミュニティにおける貨幣の影響とリーダーシップを分析するにあたり、本稿では
地域社会開発学の分析視点を援用することにしたい。同学問は、社会学の理論を国際開発学
や地域開発学に応用したものであって、コミュニティを分析する際に有用な視点を提示す
る。余語氏によると、人々が生活をする家庭には、生きるために消費を中心とした生活機能、
生活に必要な物財の供給と入手に関わる生産機能、生活・生産に関わる管理機能という、３
つの機能が伴うとされる。そして生活・生産・管理の対象として、土地や家屋をはじめとす
る諸施設、就労者を含む家族、消費・投資に関わる資本の３つの要素を列挙している。その
うえで３つの要素と３つの機能という側面から「家庭の枠組みと構成要素」をマトリックス
として提示する８。今回、調査対象とする遊動ラウテ族はコミュニティという形をとってい
るが、その根本的な性格は血縁関係を基底としたバンドを単位としたものであるため、この
枠組みを分析の視点として援用することには妥当性があるもとの判断できる。
もう１つの視点は、社会学者であるタルコット・パーソンズ氏が構築したＡＧＩＬ図式で
ある。同氏の理論に基づけば、外部から資源を調達しつつ、コミュニティ内部の対立や紛争
を調整（Integration）し、逸脱を統制して緊張を和らげながら（Latency-Maintenance）、調
達した資源を用いて目標達成のために資源動員（Goal-Attainment）をすることで、コミュニ
ティの維持と安定が保たれることになる９。このことから、ラウテ族コミュニティが貨幣経
済の影響を受ける外部社会との在り方を捉えるために、「適応」（Adaptation）概念に着目す
ることが重要となる。なおコミュニティ内部と外部と関係性を捉える方法については、経営
学などでも現在、ネオ･コンティンジェンシー理論などの分野において広く研究者の支持を
集めており、対象となる組織やコミュニティを単に閉鎖的存在と捉えず、環境のなかで動態
的に捉えるという意味で、より実態に則した分析視点を提供することになる１０。
以上のような３つの要素と機能によって導出される構成要素、ならびにコミュニティの内
部と外部という「適応」の分析視点を用いながら、遊動ラウテ族の生活様式を分析する枠組
みを構築する。そのうえで、貨幣を知らない非識字コミュニティである遊動ラウテ族では、
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コミュニティにおける伝統的なリーダーシップが、貨幣の価値をコミュニティ構成員が知
覚・認識することにより、個人・家庭単位で外部から貨幣を用いて資源を導入することで家
庭の構成要素を充足し、これに伴って伝統的なリーダーシップが相対的に弱体化すると仮説
を設定する。
この仮説を例証するために、第１回目の調査を２００７年１１月と２００８年３月の２回に分けて、
計２週間ほど遊動ラウテ族を対象に非構造化インタビュー調査と参与観察を行った。第２回
目の調査は同じ遊動ラウテ族を対象として、２０１０年５月に約２週間、同じ手法で調査を行っ
た。調査対象である遊動ラウテ族は、ダイレック県デュンゲショール地区付近で生活を営ん
でいた。
３、遊動ラウテ族に対する調査
１）貨幣の影響が限定的な遊動ラウテ族コミュニティ（２００７年１１月～２００８年３月）
数少ないラウテ族に関する先行研究では、ネパールには現在６つのラウテ族集団が存在す
るとされ、そのなかで昔ながらの完全な形で狩猟・採取を行う遊動生活を営んでいるのは１
つだけであるとされる１１。ネパールに存在する他の５つの集団は、既に伝統的な遊動生活を
放棄し、定住生活を選択した定住ラウテ族ということになる。遊動する唯一のラウテ族は、
ネパールの西北の海抜の低い地域から高地までを、季節に応じて移動を繰り返しながら生活
をしている１２。
今回の調査で対象とした遊動ラウテ族は、カムチ語という独自の言葉を使用している。カ
ムチ語を母語としているのはネパール全体で５１８人だと報告されており、ほぼラウテ族の言
葉が話せる人数に相当する１３。今回、調査対象とした遊動ラウテ族のリーダーであるムキア
（コミュニティ・リーダー）に聞いたところ、遊動ラウテ族の識字率はゼロであるという。こ
れは遊動民族であるラウテ族にとって文字は外界の特別な存在であって、森の住民である自
分たちにはこれを受け入れることはできないという強い意識と伝統規範が、頑なに識字習得
を拒んでいる理由である１４。遊動ラウテ族のなかには、男性でネパール語を話せる者も存在
しているが、女性や子供についてはカムチ語のみで会話がなされている１５。またラウテ族内
には、文字が存在しないために道徳的なことや遵守すべきことなどは、口承などで継承され、
村の掟としてコミュニティ内に存在している。そのためにこれらを無視して個人が思い通り
の行動をとることは制限されている。
同時期に調査をした遊動ラウテ族は、７０名程度の住民（１６～１７世帯）で構成されており、
大きく分けて生活を維持するために、①サルの狩猟、②森からの採取、③木工品の加工・交
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換を、コミュニティ全体として行っていた。
まず①のサルの狩猟であるが、遊動ラウテ族はサルの肉が好物であるため、アカゲザルや
ヒマラヤヤセザルを森で狩猟して食す伝統がある。サルの狩猟は捕獲網を用いて行われ、狩
りをする人々がそれぞれに網を腰に巻いて山に入り、サルの逃げ道にこの網を繋げて仕掛を
作る。次いで大声や呪文を唱えながらサルを驚かせ、四方から追い込んで網に引っかかった
サルを、物陰に隠れている者が棍棒や斧で撲殺する。狩猟では、コミュニティのムキアに
よって命じられた狩猟リーダーが全体指揮を執る。
狩りをするのは１２歳以上の男性と決まっており、約１０～１５名程度で行われる。当然のこと
ながらサルを狩猟する時間や場所については、外部の者に一切教えることはない。サルを狩
猟する近辺に住む住民にとっては、サルは農作物を荒らす害獣だと思われているために、サ
ルを捕獲することに関して近隣の住民との間に争いは殆ど生じない。
狩猟できるサルの数は、良い日で１日に数十匹程度とされるが、駄目なときには０匹のこ
ともある。但し妊娠中のサルは、子供を産めば新たな獲物になることから、食用にはしない。
山中で狩りをしている間は外部の人間がラウテ族のコミュニティに入ることは禁止され、ま
た狩りの話をすること自体も禁止される。捕獲されたサルは、狩猟した者で均等に分配され
る１６。このようにサルを狩猟して生活をする遊動ラウテ族であるが、近年は人口増加に伴う
耕作地の増加と森林の疲弊からサルの捕獲が困難になり17、鶏、豚、ヤギ、魚などを食すこと
もある１８　１９。
②は森からの採取であるが、遊動ラウテ族は森から森に移動しているために、定住をして
農業をすることがない。そのため森から果実、野草、若芽、芋、木の実、種などの野生の植
物を採取して生活をしている。また山から蜜蜂をとって食用にすることもある。この森から
の採取に関わる仕事は女性が担当することになっている。芋を土の中から掘り出す際には、
木の鍬や棍棒を器用に使って行う２０。採った果実や芋などの食料は、基本的にコミュニティ
（写真左）捕獲網を腰に巻く狩猟リーダー （写真右）遊動ラウテ族のリー ダーであるムキア（左）
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内で消費される。
③の木工品の加工・交換であるが、木工品の加工は男性にとって狩猟と同じぐらい重要な
仕事であり、ノミや斧などの工具を巧みに使って家具（食料保管箱など）、コシ（椀）、コッ
プなどを加工し、これをラウテ族とは異なる定住民との間で物々交換して、食料調達をして
いる。定住民との食料交換は、コシの場合はその容積と同等量の麦、米、トウモロコシなど
と物々交換する。食料保管箱の場合は容積が大きいために個別交渉を行い、そのうえで双方
の納得する分量の穀物を交換する。そのために遊動ラウテ族の集落は、生活道路から遠く離
れていない川沿いに形成されていることが多い。定住民の集落で行われる木工品と食料の交
換は、太陽がある間だけ行われるというルールが存在している。
これら①②③については、貨幣の影響が限定的な時期には、ムキアが実質的に強いリー
ダーシップをもってコミュニティを統制していたために、ムキアの意思決定を上意下達の形
で下し、コミュニティ構成員はこれに従って外部社会との間で資源調達が行われていた。
遊動ラウテ族は、年に４回ほど集落を移動している。移動する際にはこれまでに住んだこ
とのある場所には住まず、必ず１つの家だけを残し、工具などの一部の所有物を除いては全
て焼却をしてから移動するという特徴を有している。敢えて１つだけ家を残すのは、次に同
じ場所に戻らないための目印にするためである。また１つの家を除いて全て焼却するのは、
使わなくなった物財を、森に返し感謝するという意味が込められている。乾期の寒い季節に
は山から下りて暖かいところに移動して狩猟・採取生活をおこない、雨期の暖かい季節には
標高の高いところに移動して狩猟・採取生活を行っている。雨期はバンドの単位を少なくし
ても生活ができるために２つのコミュニティに分かれて生活し、乾期になると２つのコミュ
ニティが１つになって再び生活をする。
住居を移動する際の基準は、木の枝や葉で作った家の天井が薪のススで黒くなったり、木
工品と交換する食料余剰を近隣に住む定住民が所有しなくなったりすると移動するとされる
（写真左）物 交々換のために木工品を持参したラウテ族 （写真右）コシを加工するラウテ族
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が、ムキアが亡くなった場合には即時に移動するなど、定住期間は一定ではない。
ラウテ族と定住民との間にトラブルが生じた場合は、ムキアが定住民と直接交渉をして解
決を促すが、これが拗れた場合には問題を回避するために住居を移動することもある。
移住場所の選定については、遊動ラウテ族の交換する木工品を移動先の住民が好むかどう
かや、移動先で交換する穀物の種類なども考慮されるが、それよりもムキアの見る夢と体感
を最も重視するという。夢の場合は、サルを狩猟するものが最も望ましい場所とされ、次に
踊っている夢が良い場所だとされる。そして魚の夢を見た場合には移動に適さない場所とし
て、移住先を選定する際の判断に用いる２１。また体感については体が軽くなり、気分的に爽快
になることを良い体感とし、移住先の選定を行う際の意思決定で重要な役割を果たしてい
る。そのような意味でも、移住先の選定を含めた意思決定については、コミュニティリー
ダーであるムキアの超自然的能力を重視している２２。移動に伴う家の整地と建造は、木の枝
と葉を使った簡素なものであるため、半日から１日程度で完成するが、これもムキアの指示
によって居住区画を割り当て、協働で住居を作り上げる。
遊動ラウテ族は、ムキアを実質的なリーダーとして、サブリーダーが３名いる。ムキアの
主な役割は集落内の統制・調整、政府間交渉、遊動先の近隣に住む定住民とのトラブル解決
のための交渉などである。そのためにムキアは世襲制によって選出されるのではなく、渉外
能力を有する者が選ばれるという意味で、遊動生活をするための合理的な選出方法が取られ
ている。サブリーダーはムキアに任命され、ムキア不在時にその役割を代替する。雨期には
２つにコミュニティが分かれるためにムキアはそれぞれのコミュニティで存在することにな
るが、乾期には２つのコミュニティが１つに統合されるため、ムキアが改めて１名選出され
る。
ラウテ族内において何らかの問題が生じた場合、ムキアと３名のサブリーダーおよび魔術
師が集まって、これらを解決することがある。サブリーダーと魔術師は、リーダーであるム
キアを支える立場にあり、対立することはない。
コミュニティ内における構成員の役割分担は極めて明確である。基本的に女性は森で薪や
木の実などを採取し、男性は木工品を作り、サルを狩猟する。近隣の住民との物々交換は基
本的に男性の仕事であり、既婚の女性は集落から外部に出ることを固く禁じられている。し
かし未亡人や結婚していない女性は、外部の人々との間で物々交換が許されるという特別な
ルールも存在する。
コミュニティ内では様々な協働作業が存在している。食用のためのサルの狩猟と木の実や
薪などの森での採取に加え、新しく移住する場所の整地はラウテ族のコミュニティ住民が協
働でおこなう。共有地である酒造場、食糧管理場、脱穀場、炊事場、水汲み場は２３、コミュニ
ティ構成員が作り、ムキアの管理の基に維持されている。未亡人や老人に対する扶助システ
―（９６）９５―
山形大学紀要（人文科学）第１７巻第２号
ムもコミュニティ内に存在している。未亡人や老人は狩猟に出たり木工品を加工したりする
ことが困難であることから、このような場合はコミュニティ内で作ったコシなどの木工品を
分け与え、これらの木工品を外部の定住民との間で物々交換をすることで食料調達をすると
いう仕組みがある。
従来はコミュニティ内に病人が出た場合には、ダミ（ジャグリ）と呼ばれる霊媒師に依頼
をして悪霊を除霊することで病気を治療することが一般的であったが２４、近年はダミで治ら
ない場合には、病院に行って治療を受けることも行われるようになっている２５。しかしこの
ダミの存在は遊動ラウテ族のなかで大きく、病気以外にもサルを狩猟できない、天災、住民
が亡くなった際などに祈るという役割も合わせ持っている。
遊動ラウテ族は、これまでの先行研究ではお金を所有しないとされてきた。しかしこの調
査時点では、リーダーであるムキアのみが、政府から支給される支援金や海外からの取材で
受け取る謝礼金などをコミュニティ共同基金として自身で保管・管理していた。政府から支
給される金額は、月額にして日本円で５，０００円程度であり、また食料用の米も年に６００㎏ほど
供与されている。
このようにして外部から得られるお金や食料を共同基金や共同食糧としてムキアが保管
し、コミュニティの住民が病気になった場合の病院への支払いや食糧不足に備えるなど、互
助制度と危機管理制度を有していた。しかしこの貨幣の使用価値（保存、尺度、交換）はコ
ミュニティリーダーであるムキアのみが知りえるものであって、コミュニティの構成員であ
る他のラウテ族は、貨幣の持つ価値や意味合いを知覚・認識していなかった。
リーダーシップの側面からみると、管理機能では基本的に土地要素、労働要素、資本要素
全体においてコミュニティのリーダーであるムキアが網羅しており、山でサルを狩猟する際
にのみ、狩猟リーダーがこれを統率する。そのような意味で、コミュニティという単位にお
いては、ムキアに管理機能が集中していることになり、ムキアの命令と指示によって、コ
ミュニティがマネジメントされている。コミュニティ・リーダーであるムキアは、コミュニ
ティの構成員から厚い信頼を受け、構成員はムキアの指示・命令に服従している。
またムキアが政府間折衝や定住民との間のトラブル処理のために不在となる場合は、サブ
リーダーがこれを代替するという仕組みになっているが、金銭的な部分はこれを代替しな
い。管理機能では、ムキアの体感や夢といった超自然的能力を重視し、ダミの霊媒能力も尊
重することでコミュニティが維持・管理されている。
外部社会との間の関係性をみると、基本的に加工した木工品を物々交換することで外部資
源を調達していることになるが、一部では政府から支給される支援金や海外から取材協力で
得る資金をムキアが保管・管理し、お金を支出して外部資源・サービス等をコミュニティお
よびコミュニティの構成員に対して調達している。調査時点での遊動ラウテ族は、コミュニ
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ティ全体ではムキア以外は貨幣価値を知覚・認識していないために、物々交換を基本とし、
ムキアのみが貨幣価値を理解して一元管理をしていることから、貨幣を媒介とした交換が一
部限られた形で可能となっていた。
２）貨幣の影響が大きくなった遊動ラウテ族コミュニティ（２０１０年５月）
前回の調査から約２年が経過したのちに、同じラウテ族を再び訪れて、調査を実施した。
この２年の間に、ネパールの社会もグローバル化や近代化に伴う社会変動の影響を受けて、
遊動ラウテ族を取り巻く環境ならびにラウテ族の生活にも、貨幣経済の影響が少なからず及
んでいた。
例えば、遊動ラウテ族が生活の糧としていたサルの狩猟については、移動先の周辺住民が
森の所有権を主張しだしたことから、捕獲が難しくなっていた。狩猟するサルは害獣である
という認識に変わりはないが、ラウテ族が訪れると森から木材を伐採して木工品を作り、こ
れをラウテ族以外の人々と物々交換することから、木材伐採を嫌う周辺住民との間に対立が
頻繁に発生していた。このような理由もあり、ラウテ族が森に自由に出入りすることは大き
く制限されるようになっていた。その代わりとして、ラウテ族のなかには外界との交流を重
視することで生活を営むようになり、森の王としての生活は徐々に変化してきた。
また生産数は少なくなったとはいえ、引き続き行っている木工品の加工は、これまでの主
な製品であったコシ（椀）とマデゥース（弾薬箱）ではなく、最近ではパンを作る台や小さ
なボールを作るようになっている。これらは外界の人々の要望を積極的に取り入れたもので
ある２６。外界との関係・交流はこれまでとは異なり、ラウテ族が個人単位や家族単位で行うよ
うになり、コミュニティ内では全体としての統制を図るために担当者を決めるなどのルール
も敷かれていた。しかしこの統制は厳密なものではなく、非常に緩やかなものとなってい
る。
ラウテ族のコミュニティと外部社会との物々交換システムにも、変化が生まれていた。こ
れまでは、例えば加工した木工品の容積と同等の穀物を交換するのが伝統的な取引方法で
あったのが、現在ではラウテ族の構成員が簡単なネパール語を話すようになり、交渉によっ
て取引価格を決めて、貨幣交換を行うようになっている。ところがこの貨幣交換は、いまだ
完全な貨幣の３機能（保存、尺度、交換）を熟知したうえでの交換とはまだなっていない。
コシを交換する際に、通常であれば労働費・技術費・工具費などを考慮すればある一定の高
値で交換できるものを、非常に安い値段で貨幣交換しているケースも見受けられる。その意
味で、交換者自身が貨幣機能のなかの尺度機能を十分認識しないうえで、交換が行われてい
る。
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さらにラウテ族の若者の中には、貨幣の利便性を理解している者が増えてきている。従来
のように遠くの町まで赴いて木工品と農産物を交換しても、自分の居住地（ラウティー）ま
で運ばなければならないという問題があった。貨幣交換をすることができれば、居住地の近
くにある店で必要な物を買え、運搬の労力も軽減でき、生活上便利であることを覚え始めて
いる。今回の調査では、ラウティー近辺の小さなマーケットで、ラウテ族が現金で食料品を
調達しているところを確認することができた。また鍛冶屋では木工品の交換をもって道具修
理を請け負うところも少なくなっているため、現金でやり取りを行っていた。酒屋では、何
人かのラウテ族の若者が、現金でお酒を購入し、仲間らと酒を飲んでいるところも確認し
た２７。
これらの生活の変化をムキアに訪ねたところ、「貨幣であれば何でも交換して、持ち帰るこ
とができる。自分が必要な時に必要な分だけ買って生活をすることができる」と、貨幣の利
便性について回答した。他方で、「これまでの遊動ラウテ族は、必要な時に必要な物を、必要
な量だけ調達していたが、これが個人単位で行われることにより、コミュニティ内の弱者（高
齢者や寡婦など）を助ける機会が少なくなった。このままいけば、伝統的なラウテ族のコ
ミュニティを維持できなくなる可能性がある」とムキアは指摘した。例えばこれまでは移動
後の整地はコミュニティ全員で協働で行っていたが、現在では特に若者のいる家族では、家
族や仲間などを単位として整地を行うようになっている。さらに共同管理をしていた脱穀
場、水汲み場、炊事場等などは、必要な時に必要な分だけ外部から資源を購入するため、こ
れらは個人や家族を単位として管理されるようになっている。これはラウテ族のコミュニ
ティが、これまでの集団主義から個人主義へと行動単位を移行しつつあることを意味してい
る。
貨幣による交換が広まった背景には、交換する農産物の減少、ネパールにおける都市化と
出稼ぎによる現金収入の増加、政府による個人を単位とした支援金の給付が大きく影響して
（写真左）貨幣交換を行う遊動ラウテ族 （写真右）生活変容の進む遊動ラウテ族コミュニティ
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いるものと考えられる。
前回の調査時点では、ネパール政府からの支援金を、ラウテ族も受け取っていた。しかし
従来の支援金の受給方法は、ラウテ族が個々人で受け取るのではなく、政府（県事務所）が
ラウテ族のムキアに対して一括で支払っていた。そして、この支援金をムキアがコミュニ
ティに持ち帰り、サブリーダーらと使い方を相談して、使用していた。例えば村人の食料、
服、医療にかかる治療代としてこれらの資金を使用していた。当時の支援金の使用は、コ
ミュニティの合意のうえで、ムキアが全ての資金を管理していた。またコミュニティ構成員
のムキアに対する信頼感は厚く、この配分によってコミュニティ内の生活に関わる問題解決
と生活維持や福祉などが実現していた。
しかし２００７年以降、ネパール政府の方針が変わった。政府はこれまでのようにラウテ族の
代表に一括して支援金を支払うのではなく、個人を単位に月額１，０００ルピーの支援金を手渡
すようになった。これによりラウテ族の個人が、現金を受け取ることが可能となった２８。さ
らに国内外のメディアがこぞって遊動ラウテ族の取材を行い、研究者が訪れるようになるこ
とで、これらの協力謝金をムキアだけなく、個人にも渡すようになったことも貨幣のコミュ
ニティへの浸透に大きな影響を与えている２９。
加えてサブリーダーとの間に、支援金の使い方についてごまかしがあったこともリーダー
への信頼を失墜させることになった。不正使用を行ったサブリーダーをリーダーが非難し、
ムキアがサブリーダーを排除する事件があった。この出来事をきっかけとして、コミュニ
ティ内ではムキアも含めて、リーダーに対する信頼や服従の度合いが大きく低下した。その
ためにこれまでは遊動先をムキアの体感や夢などの超自然的能力などを基にして決定し構成
員はこれに従順に従っていたが、現在では決定先をムキアが提示し、これを構成員が善し悪
しを話し合って決めるようになっている。また最近はダミに対する信頼も、若者を中心とし
て薄くなっているとムキアは指摘する。
４、考察および結論
これまで、識字能力の獲得を拒んできたネパールの遊動民族の例を基に、貨幣がコミュニ
ティに浸透することによって、伝統的リーダーシップにどのような影響が生ずるのかみてき
た。
貨幣経済が浸透する前のラウテ族コミュニティは、図１に示すように、伝統的な生活を頑
なに守り、サルの狩猟や森からの食料等の採取、木工品の加工、村人との木工品と穀物の
物々交換を通じて、コミュニティが維持されてきた。彼らは遊動生活を送り、嘘をつかず、
自然や超自然的能力と共存しながら生活を送ってきた。そして外部社会との関係性のなかで
―（９２）９９―
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貨幣を限定的に獲得・利用することで、リーダーであるムキアは絶対的な信頼をコミュニ
ティの構成員から得ていた。住人達はリーダーであるムキアに服従し、リーダーの統率・命
令・指示のもとに生活を営んできた。この時期の資本については、政府から現金支給などが
なされていたが、リーダーであるムキアが一元的に管理を行い、ムキアはこの資金をコミュ
ニティの維持・存続のために限定的に使用することで、コミュニティ内の福祉、生活維持、
危機対応などに備えてきた。このように、コミュニティの構成員は、外部社会との間で物々
交換を行い、ムキアによる資本管理を通じて外部社会と繋がっていたということで、貨幣交
換（リーダー）と物々交換（構成員）の間で、分離が生じていた。伝統的な生活を維持する
ことをコミュニティの構成員ならびにムキアは望んでおり、この体制を基礎として、伝統的
な営みが続けられてきた。
しかし２０１０年の調査では、ラウテ族のコミュニティに貨幣の影響が広く浸透していること
が判明した。その大きな要因は、政府から支給される月額１，０００ルピーの個人支援金の給付、
外部からの援助、取材への協力金、外部研究者からの協力謝金などである。貨幣がムキアを
介せず、直接コミュニティ構成員が受け取るようになり、貨幣の持つ保存・交換機能（尺度
機能は劣る）を個々人が理解したことにある。これによってコミュニティ内では、従来のよ
うなコミュニティ全体としての生活維持や福祉、さらには全体主義的な関係性が弱まり、家
族を中心とした個人主義が広がることになった。ムキアはこれまでのように命令や指示を構
成員に対して行うものの、コミュニティ内では既に生活構造が個人や家族を基本とするもの
命令・指示
コミュニティリーダー（ムキア）
コミュニティ構成員（フォロアー）
【貨幣交換】
ムキアの資本管理を
通じた交換
ムキアによる一元管理
不在時はサブリーダーが代替管理
狩猟時はムキア指名の狩猟リーダー
貨幣（支援金等）はムキアのみが管理
・生活機能…酒造場、
脱穀場、水汲み場、
炊事場、蜂蜜など
・生産機能…森の木材、
木工品の加工場など
・生活機能…サルの狩
猟、森からの採取、
移転先の整地、高齢
者・寡婦への木工品
の譲渡など
・生産機能…木工品の
加工と交換など
・生活機能…共同食糧、
政府支給米など
・生産機能…木工品な
 ど
【外部資源】
・ 病気治療（病院）
・ 穀物（米、麦、雑穀
等）
・ 肉（ヤギや魚等）
・ ダミ（病気や霊媒）
・ 嗜好品（タバコ等）
・ 金属製調理器具
・ 金属製工具
・ 衣服など【物々交換】
構成員が加
工した木工
品との交換
服従・信頼
※ フォロアーであるコミュニティ構成員は貨幣の価値・意味を知覚・認識してない。
【貨幣交換】ߣ
【物々交換】ߩ
分離
【管理機能】
【土地要素】 【労働要素】 【資本要素】
内部社会（遊動ラウテ族コミュニティ） 外部社会
図１　貨幣がコミュニティ内で限定されている場合のリーダーシップ
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へと変わっており、さらに支援金の不正利用に対するリーダーへの不信などから、ムキアに
対する信頼は失墜し、不信と未服従が常態化することになった。このようにしてラウテ族の
コミュニティ内では、フォロアーの離脱と内部の亀裂が顕在化することになった。
他方で外部社会との関係性は、これまでのムキアを中心とした貨幣交換が各個人・家族単
位でも行えるようになり、従来からの物々交換と貨幣交換が個人・家族を単位として並存す
る形に移行している。このような意味で、従来の強い結束に基づくコミュニティの維持か
ら、貨幣がコミュニティ内に深く浸透するようになって、個人や家族を基礎とした結束度の
弱いコミュニティへと変化してきたことが今回の調査では明らかになった。
　
 
以上のように、遊動ラウテ族の例からは、貨幣の影響がコミュニティの在り方そのものを
大きく変えてしまうようなインパクトがあったことが明らかになった。従来からの自然との
強い関係性を基に営まれてきた生活習慣、伝統的な文化・規範構造、物々交換に基づく仕組
みは徐々に軽視されるようになり、個人や家族の効用を最大化することを目的としたコミュ
ニティへと変貌する過渡期にある。これに伴って伝統的なリーダーシップへの信頼も低下し
つつある。
今回の調査では、識字能力の獲得を頑なに拒み、貨幣の存在や利用価値を長年にわたって
知らなかった人々によって構成された非識字コミュニティが、貨幣の浸透によってどのよう
にリーダーシップが変化し、さらにこれに伴ってコミュニティの構造がどのように変化する
のかということを見てきた。このような貨幣とリーダーシップの関係を、１つの例からでは
あるものの垣間見ることができたのは、我々日本人の祖先の有していたリーダーシップとい
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図２　貨幣がコミュニティ内に浸透した場合のリーダーシップ
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うものを考察する際にも有効な視点を与えるのではなかろうか。
貨幣は人々の選択肢を広げ、保存・交換・尺度という優れた機能を有していることは周知
の事実である。これからの国際社会は貨幣経済の更なる広がりと、これを後押しするグロー
バル化の波によって、貨幣媒介を基本とした社会の在り方を前提に人々の幸福追求、福祉向
上、産業発展、経済拡大などが検討されていくことであろう。しかし本稿でみたように、古
来より続く伝統的な生活を営む民族にとって、貨幣のもたらす影響は必ずしも小さくない。
遊動ラウテ族は今後、貨幣経済とグローバル化の波に飲み込まれる形で、可能な限り伝統
的な生活を維持することを試みることであろう。しかしこの伝統的な生活とは、昔のような
厳格に自然に規定された生活ではなく、外部社会から生きるために貨幣を得ながらのものへ
と変化することであろう。
本稿ではリーダーシップに焦点を当てながら研究を行ってきたが、今後は多文化共生や文
化相対主義の観点からも、伝統的な生活を営む民族を可能な限り見守るという姿勢と環境を
整えることが求められることであろう。これが強いては社会の多様性を担保し、持続可能な
社会の構築に繋がるはずである。
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―（８６）１０５―
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The research on leadership has been conducting for a long time. Academicaly it is the 
most addressed one but most of the research conducted in the past was hinted on the 
society of monetary agency.
This research is focused on nomadic Raute’s iliteracy community for explain the change 
of their leadership on the influence of monetary economic. In this study, the monetary 
influence changed internal structure of Raute’s community and traditional leadership.
Change of the Traditional Leadership posed by Monetary 
Influence at Iliteracy Community.
‐Cohort Research into Nomadic Ethnic Group of Raute in Nepal ‐
― １０６（８５）―
